
第 6回  病理   検査研究班班会議議事録 

 

１ 日  時 ： 平成 31 年  3 月  6 日(水)     19 時  00 分 ～   21 時 00 分 

２ 場 所 ：  浦和コミュニティーセンター 第８集会室                           

３ 出席者 ：  岡村、三鍋、細沼、高橋、金泉、小島、関口、今村、森田、荻                                              

４ 欠席者 ：                                   

５ 議事内容 
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議案 1：来年度の研修会について 

第 1 回  

テーマ：病理解剖の基礎を学ぼう（日臨技推進事業） 

開催日時：4 月 19 日(金)19：00～21：00 

講師：小瀬川順幸（自治医科大学付属病院） 

   赤塚 朱美（サクラファインテックジャパン株式会社） 

第 2 回  

テーマ：ミクロトームの違いを体験してみよう～滑走式ｖｓ回転式～    

開催月：7 月の日曜日の午後を第一候補とする 

 会場：東武医学技術専門学校（予定） 

講演内容：基礎または総論。講師はライカと防衛医科大学校の富永氏に打診する 

実習内容：薄切と HE 染色までをやる 

人員：定員申込制にして 20～30 人 

第 3 回  

 テーマ：分子標的治療薬と病理検査～最新の知見について～（日臨技推進事業） 

 開催月：11 月  

講演内容：MSI 関連 

講師：SRL 若しくは大鵬薬品 

第 4 回  

テーマ：病理検体取り扱いマニュアルについて 

開催月：2 月   

講演内容：アンケートの結果 

 

議案 2：埼玉県医学検査学会について 

   今年の埼玉県医学検査学会における研究班協力の打診 

第 47 回埼玉県医学検査学会実行委員より、以下について打診があり協議した。 

(1) 教育講演:細胞検査研究班と合同で開催 

各研究班割り振り時間：1 時間 

講演者：2～3 名（研究班 OB、研究班以外でもかまわない） 
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発表内容：自由 

(2) 教育講演以外 

①R-CPC に参加できるか否か：病理医なら協力可能 

②顕微鏡の用意があれば、ディスカッション等をやってもらえるか：技師同士なら

可能 

③「検査相談コーナー」のようなものに、班員または OB を推薦してもらえるか：

最終診なので不可 

④本学会で何かやりたいことはあるか？ 

①は実行委員会で実施する方向で動いている。 

②～④は各研究班の意見と状況により実施するかどうか検討する。 

以上を 3 月中に回答してほしいとのこと。 

議案 3.第 28 回関甲信支部・首都圏支部病理細胞合同研修会について 

テーマ：染色を極める～病理検査技師に求められる染色に関する知識と技術～ 

開催日時：2020 年 1 月 19 日（日）9：00～17：00（8 時に開場出来るか確認する） 

会場：ウエスタ川越 

 人員：160 名 

 講師：獨協の上田先生に打診、その他の講師については検討する 

会議：昼休みを利用 

その他：銀行口座を開設必要あり。懇親会は行う。予算案等の準備を進める必要があり。 

講師人数・部門員数・会予算案の作成やハンドアウトの準備など多くの業務が発

生すると思われる。班員に担当を割り振る予定。   

議案 4.研究班 PC の購入について（技師会が office の用意を検討しています） 

今村氏が機種の候補を 5 種ほど選出し、性能や値段を考慮し以下に決定した。 

機種：マウスコンピューターMB13BCM852WL 

   3 月 10 日が購入締め切り。 

議案 5.各担当よりの報告 

会計：今年度予算の残金 475 円 

書記：第 4 回研修会の報告書を承認した 

生涯教育：第 4 回研修会参加人像 53 名 

精度管理：3/19 講評会、来年度フォトサーベイ、アンケートをホルマリン 

ホームページ：今年度の研修会の報告書とアンケートの結果を載せる。 

 

 

 

 

次回研究班会議予定： 平成 31 年 4 月 19 日 21 時 00 分より  

        場所：浦和コミュニティーセンター  

                                         提出日 平成 31 年 3 月 8 日  

                                               文責： 荻 真里子              


